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あけましておめでとうございます。令和２年の幕開けとともに、３学期がスタートしました。１月７

日（火）の始業式では、新年の気持ち新たに、３学期の過ごし方について考えました。生徒代表による

意見発表の主な内容は次のようです。 

〈１年：余裕をもって生活するために〉 

学校生活において、時間を意識して行動することで心に余裕が生

まれ、いろいろなことができると思う。また、互いに声を掛け合う

ことで、まとまりを感じると思う。合唱祭で１Aが一つにまとまっ

た歌をみんなに届けたいと思っていた。しかし、練習は思うように

進まなかった。授業の準備などに時間がかかったり、ゆっくり準備

をしていたり。時間だけが過ぎ、焦りが出てきた。「練習やろう」「もうすぐチャイムなるよ」と声を掛

け合っていった。すると、だんだん準備が早くなり、練習できる時間も増えていった。最後は、みんな

がまとまり、心に残る合唱ができた。合唱祭の後、給食準備や教室移動など、行動が早くなったような

気がする。その結果、放課に会話を楽しんだり、ゆっくり読書したりできる。中学校生活は、やること

がたくさん有る。心に余裕がもてるよう、時間を意識していきたい。 

〈２年：３年生への準備〉 

僕たち２年生は３年生になる準備をしなければならない。３学期

に向けて、改めて２学期を振り返りたい。①新人戦はけがのため出

られなかった。そのことを悔やむより、チームの力になろうと思い、

ランナーコーチになった。１点を左右する大切な役割だ。うまくや

れるか不安もあったが、野球部みんなで戦いきることができた。で

も、試合に出たかった思いは強い。この経験は忘れない。②合唱の

練習は、やる気の有る人と無い人の温度差が表れていた。いろいろ考えたが温度差は埋まらず、時間だ

け過ぎていった。しかし、東日本大震災の映像を見ることによって、自分たちがどんな歌を歌いたかっ

たかはっきりした。クラスの良さを発揮して、最優秀賞を獲得できた。練習してきてよかったと思える

瞬間だった。この２つ以外にも、たくさんのことが僕たちを大きく成長させてくれた。部活動で今まで

の分を取り戻せるよう、誰よりも努力する。学習は、日頃の努力や苦手な教科を繰り返し学習すること

を徹底し、テストをよい結果で終え、３年生になれるよう頑張りたい。 

〈３年：国語の勉強法〉 

国語の勉強をどのようにしているか？国語の勉強方法は分から

ない人が多いのでは。自分なりに試し工夫した方法がある。本を

読むことだ。本を読むことで、速読、表現方法、漢字の読みに役立

つ。私は週４冊本を読む。おかげで文章を読むのが速くなった。速

読できると他教科にも有利だ。では、どんな本を読めばよいか。好

きなジャンルで良い。好きだから深く読める。何を読むべきか分

からない人は、司書さんや先生に聞くのもよいだろう。まず本を

手に取ろう。他の教科でも、いろいろな勉強方法がある。学年集大成の３学期。自分なりの勉強方法を

試し、確立させていこう。その一つとして本を読んでみよう。 
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１２月１６日（月）と１８日（水）家庭科の学習の一環で、３年生が赤羽根保育園で保育実習に取り

組みました。生徒一人一人が手作りした絵本を持参し、読み聞かせやゲー

ムなどをしました。接し方が分からず戸惑っていましたが、慣れてくると

一緒に楽しい時間を過ごしていました。発達段階による興味関心の違いや

適切な接し方を学びました。帰りは名残を惜しむ園児に見送られました。

協力していただいた赤羽根保育園の皆さん、ありがとうございました。 

長年本校でＡＬＴとして、英語の指導をしてくれたアリエル先生の勤務が終了しました。本場の英会

話に接することができました。また、日本語も話せるので、生徒職員と気さくに会話をすることもでき

ました。ハロウィンやクリスマスのコスチュームで授業に登場するなど、英語への興味関心を高めてく

れました。１２月１９日（木）の全集の時間に、感謝とお別れの会を行いました。彼女へのメッセージ

を持った生徒職員全員分の写真をスクリーンに写し、最後にアリエル先生からメッセージをいただき、

会を閉じました。赤羽根中の生徒のために、長い間ありがとうございました。 

 

本校を訪れたお客さんに、時々「きれいな校舎ですね。廊下もとてもきれいで、新しく見えますね。」 

と言われます。そんな時「生徒達がしっかり掃除をしていますから。」と答えます。実際、毎日真剣に掃

除に取り組む姿が見られます。校長室前の長い廊下を３年生が雑巾がけをする姿を見たお客さんは、「毎

日この長い廊下をよくやっているなあ。いい運動にもなるね。」と言って帰って行きます。当たり前のこ

とが当たり前にできる素晴らしさ。今後も続けていきたいです。 


